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2006年4月に大使館が設立されて

2年余、P、ヴァイヴァルス初代大

使は精力的に全国各地に足を伸ばし

て名誉領事館配置に努め、昨年6月

の那覇に続き、3月13日に北海道、

5月16日に大阪に名誉領事館を開設

した。大阪での披露レセプションに

はラトビア本国から、シュレッセル

ス運輸大臣夫妻も出席、高村正彦外

務大臣もメッセージ（右に掲載）を

贈った（山崎関西担当大使代読）。

在大阪ラトビア共和国名誉領事

館が開館されたことに対し、心よ

りお祝い申し上げます。

我が国とラトビア共和国は、基

本的価値を共有するパートナーで

あり、2006年に新たな外交関係開

設15周年を迎えました。

2007年5月には天皇皇后両陛下

がラトビアを御訪問になり、その

年の6月にはパブリクス外相が訪

日されました。こうした要人往来

に象徴されるとおり日本とラトビ

アの二国間関係は着実に進展して

おり、外務省としては更に関係を

深化させていきたいと考えており

ます。

今回、新しく就任された東郷名

誉領事が、ここ大阪を拠点として、

様々な分野における両国の交流を

一層深めるために、御活躍される

ことを心より期待しております。

平成20年5月16日

I wish to express my heartfelt

congratulations on the opening of

the Honorary Consulate of the

Republic of Latvia in Osaka.

Japan and Republic of Latvia are

partners which share basic values

and the year 2006 marked the

fi f teenth anniversary of the

establishment of new diplomatic

relations.

In May 2007, Their Majesties the

Emperor and Empress of Japan

visited Latvia and in July of the same

year, Dr.Pabriks, Foreign Minister of

Latvia, visited Japan. Such mutual

vis i ts have led to the steady

development of the relat ions

between Japan and Latvia. We are

determined to further enhance our

bilateral relationship

I  wish the newly appointed

Honorary Consul, Mr.Togo, enjoy

every success in his duties in Osaka

so that the exchanges between two

nations should further deepen in

various fields.

Masahiko Koumura

Minister of Foreign Affairs of Japan

May 16, 2008

在日ラトビア共和国大使館が平成

18年4月に開設され、初代大使とし

て着任して以来、大使館としては日

本各地に名誉領事館を配置すること

を大切な課題として取り組んでまい

りました。このたびご縁があって各

地に素晴らしい候補を得て、平成

19年6月に日本の南端沖縄の那覇市

に最初の名誉領事館を開設し翁長良

光氏に名誉領事として就任していた

だきました。引き続き平

成20年3月には北海道旭

川市に名誉領事館を開

設、井下佳和氏に名誉領

事となることをお願いい

たしました。そして今回

5月16日には、日本第二

の都市大阪に名誉領事館

を開設し名誉領事として

東郷武氏にお願いいたし

ました。

ラトビアは大変親日的な国ですが

日本もそれにおとらず大変な親ラト

ビア国家であることにいつも驚かさ

れております。名誉領事館の開設は

日本各地の方々の善意とご支援がな

ければ実現しませんでした。とくに

各県知事や市長の方々から大歓迎さ

れたことは忘れることができませ

ん。この機会にあわせ関係された皆

様一人一人に対しお力添えを頂いた

ことを心からあつく御礼申し上げた

いとぞんじます。しかしながら友好

親善というものは不断の努力を重ね

ることが不可欠です。

名誉領事館の全国展開は、このよ

うな日本ラトビア両国のニーズと期

待に答えるものでもあり各名誉領事

館には、両国の友好促進、文化交流

の促進、経済関係の強化に各地の特

色を生かしつつその意義を果たして

頂ければと期待しております。各地

において初代名誉領事に任命申し上

げた方々は、卓越した識見、高潔な

品性、輝かしい力量をもった方ばか

りであり大変誇りに思っておりま

す。

つきましてはこの機会に皆様から

の各名誉領事に対する積極的なご支

援を頂けますよう心からお願い申し

上げます。

沖縄に続き、北海道、大阪に
名誉領事館開設

名誉領事館開設のご挨拶
駐日ラトビア共和国大使 ペーテリス・ヴァイヴァルス

在大阪ラトビア共和国名誉領事館開館
外務大臣 高村 正彦

去る5月16日、ラトビア共和国シ

ュレッセルス運輸大臣、ヴァイヴァ

ルス特命全権大使ご臨席のもとに大

和ハウス工業株式会社の大阪本社ビ

ルの一階に在大阪名誉領事館が開設

され常任顧問の東郷が名誉領事に就

任しました。外務省関西大使の山崎

氏、大阪府知事の三輪氏、大阪市長

代理をはじめ塩川前財務大臣、前大

使の天江氏その他いろいろな方面の

文化団体の方々約250名の参加を得

て、その関心の高さに感激しました。

このお話は昨年の初めに前大使の

天江氏が大和ハウス工業元会長の石

橋氏に他の名誉領事を通じて打診さ

れ、それが私にお鉢が回ってきたの

ですが、ラトビアの主要産業の一つ

が木材産業であることから建設・住

宅の大和ハウスが適切であろうとい

うことがきっかけになったようであ

ります。ラトビアは音楽特に合唱が

有名で日本にも知られていますが、

私の興味は過去常に大国に支配さ

れ、1940年からはソ連邦の一部で

あったこの小国が、民族の言語・文

化のアイデンティティを失わずに

1991年に再独立を果たし、EUに加

盟して自由主義国家としてスタート

したこと、そして若い人達がこの国

を引っ張っている姿に成熟した他の

国にないものを感じとったことであ

りました。日本の経済界は消費人口

在大阪ラトビア共和国名誉領事館開設にあたって
在大阪ラトビア共和国名誉領事

東郷 武
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在大阪ラトビア共和国名誉領事館

開館並びに東郷武名誉領事ご就任誠

におめでとうございます。

旭川では、今年3月13日に北海道

を管轄する在旭川ラトビア共和国名

誉領事館が開館したばかりです。名

誉領事館は北海道第2の都市旭川に

ありますが、これまでラトビアとの

交流を続けているのが隣町の東川町

です。東川町は北海道で一番高い山

「旭岳」と、日本で一番広い大雪山

国立公園を有し、写真の街としても

有名です。ラトビアとの交流のきっ

かけは「写真」です。

ラトビアが独立を勝ち取った1年

後の1992年、東川町でバルト3国展

が開催されました。オープニングに、

当時ラトビアの文化大臣だったライ

モンズ・パウルスご夫妻が出席さ

れ、加藤登紀子さんの百万本のバラ

をピアノ演奏されました。そして、

この曲が大臣の作曲と聞き大変盛り

上がりました。当時、東川文化交流

協会会長の佐藤忠雄さんらが中心と

なって東川ラトビア交流協会が立ち

上げられ、以来今日まで途切れるこ

となく交流が続いています。

私がラトビアに初めて行ったの

は、佐藤忠雄会長が参加した炎のプ

ロジェクト（同じ土と炎で陶芸の作

品を作る）企画の同行取材でした。

「国と町は文化でつながる」のタ

イトルで、テレビ番組を制作放送し

ました。ラトビアの美しい町並み、

人々の優しさ、そして驚く事に写真

の街東川と共通点が沢山ありまし

た。ジグルダにある写真の丘、リガ

にある写真博物館などです。その時、

私と同行していた町職員の伊藤さん

の3人で、ラトビアの素晴らしさを

日本中に東川町から広めて行こう

（ラトビア館とホームページ）、写真

の丘を作ろう（いつか写真家が集え

る丘）、領事館を東川に誘致しよう

（おらが町の領事館）と3つの約束

をしました。

帰国して2ヶ月目の12月、佐藤会

長が急逝。その後ラトビア協会や町

の皆さんが会長の遺志を受け継ぎ、

翌年には東川町内の小高い丘の上に

有る私の会社の1階、オーラス研究

所にラトビア館と写真の丘をオープ

ンさせました。領事館だけが達成で

きませんでしたが、2008年3月13

日、ついに名誉領事館が開館のはこ

びとなり、8年越しで3つの約束を

達成する事が出来ました。

2007年11月には、松岡東川町長

を団長に9名の視察団を結成してラ

トビアのルーイヤナ町（リガから車

で北へ3時間、エストニアに近い人

口4,000人の町）を訪問して来まし

た。ルーイヤナ町は駐日特命全権大

使ペーテリス・ヴァィヴァルス閣下

の生まれ故郷であり、閣下の縁結び

で今年7月にはルーイヤナ町と姉妹

提携する予定です。

私は、これから益々ラトビアの情

報を北海道にもたらす為に、各名誉

領事館との連携を取りながら経済・

文化交流の輪を広げて行きたいと思

います。

北海道・旭川に続いて、在大阪ラト

ビア共和国名誉領事館が開設された

ことを心からお祝い申し上げます。

私は2年前、空手指導のためリガを

訪問いたしました時、当時の外務大

臣、アルティス・パブリクス博士より、

沖縄でラトビア名誉領事を引き受け

てくれないかとのお話を受け、大変

光栄なことと存じお引き受けしまし

た。その後、平成19年6月に同外務

大臣が日本を訪問された時に、正式

に在那覇ラトビア共和国領事館が開

設され、同時に私が名誉領事に任命

されました。沖縄の名誉領事館は、

日本で開設された領事館一号という

ことで私は大変緊張したことを覚え

ております。幸い沖縄に名誉領事館

が置かれることに対しては、沖縄県

知事や那覇市長からも大歓迎され格

別の応援をいただきました。

前外務大臣自身が大変な空手ファ

ンですし、ラトビアでは空手など日

本の武道への関心が大変高いことも

あり、私に期待される使命は、空手

指導を通じてラトビアの若者に日本

武道の正しい精神を伝えることによ

って、新生ラトビア建設に役立つこ

とであります。このため毎年リガを

訪れ、空手特別訓練コースを実施し

ております。これには本部道場より

最も優秀な師範3名程度を同伴し、

約30名の生徒に特訓を授けていま

す。ラトビアの生徒は大変優秀で、

極めて稽古熱心なことに驚かされて

いる次第です。今年は生徒急増のた

め支部を設立しなければならなくな

りました。

本年は7月にラトビアで海外の全

名誉領事を集めた会議が開催される

ため、小規模ながら沖縄から経済ミ

ッションを引き連れて訪問すること

になっています。先般は北海道、引

き続き今回5月には在大阪ラトビア

名誉領事館が開設されたことを大変

心強く存じております。名誉領事館

が開かれると、日本人のラトビアに

対する関心が確実に高まってまいり

ます。ラトビアは大変な親日国です。

今後は、各名誉領事館と協力しなが

ら、武道振興・経済交流のほか、近

い将来は幅広い青年交流にも活動を

拡大したいと夢を描いております。

レセプションに250名出席
（大阪）

大阪の名誉領事館開設は大和ハウ

ス工業㈱1階で来日中のシュレッセ

ルス運輸大臣夫妻、ヴァイヴァルス

大使、東郷新名誉領事、村上大和ハ

ウス社長らがテープカット。大使か

ら名誉領事信任状を授与されたあ

と、会場を2階の大ホールに移して

同社主催の開館記念レセプションが

開かれ、約250名が出席する盛会だ

った。

レセプションは大阪シンフォニカ

交響楽団のフルートとハープ奏者に

よる両国国歌演奏に始まり、鏡割り

に続く乾杯から多くの来賓が挨拶。

主な来賓はシュレッセルス運輸大

臣、ヴァイヴァルス大使の他、山崎

関西担当大使、天江同前大使、三輪

大阪府副知事、平松大阪市長、塩川

正十郎元財務大臣、中曽根ラトビア

議員連盟会長、井下旭川ラトビア名

誉領事、井出ルクセンブルグ名誉領

事、笹山前神戸市長ほか。シュレッ

セルス運輸大臣は「リガ空港利用者

は400万人で、2012年までに600万

人になる。現在空港関連施設を拡充

中でバルト、北欧のハブ空港になる。

リガ・日本直行便が実現すれば5時

間短縮できる」と早期実現を訴えた。

これに対してある来賓が「成田は混

んでいるから関西空港へどうぞ」と

応酬して参会者を喜ばせた。約1時

間半のレセプションだったが後半は

東郷名誉領事自らが司会して来賓挨

拶に応対した。

大和ハウス工業は企業メセナの一

環として在大阪ラトビア名誉領事館

をサポートする方針で、東郷名誉領

事は産業面はもとより、文化面特に

音楽の交流を充実させたいと強調し

た。

当協会からは加藤晴生専務理事、

松原千振常務理事、山本徳行、田中

享風呂元武敏各顧問、洲脇光一会員

らが出席した。
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が多くまた豊富な労働人口を抱える

中国、インド、ロシアなどに目が行

き、ラトビアとの経済交流は当面マ

イナーな状態が続くと思われます。

シュレッセルス運輸大臣が力説され

たようにリガに大きな空港が出来れ

ば、その地勢からバルト三国のみな

らず北欧のハブ空港となり、ロジス

ティックスと金融、商業の中心地に

なる可能性をもっていると思いま

す。当面は音楽などの文化交流や観

光の拡大などを図りながら、日本と

バルト地域を含む北欧との絆を深め

ていけば将来の大きな国際交流の新

しい流れを生み出せるかもしれない

などという夢を描いています。

関西では神戸市がリガと姉妹都市

で、既に交流の実績がありますが、

関西全域でのいろいろな交流が出来

る仕組みが必要です。この名誉領事

館がささやかながらそのお役に立て

れば嬉しいと思っています。

在旭川ラトビア共和国名誉領事

井下 佳和

「私とラトビア」

祝・在北海道、大阪両ラトビア名誉領事館開設
在那覇ラトビア共和国名誉領事

翁長 良光

空手着を着用した
翁長良光在那覇名誉領事

ラトビア館には長い友好の歴史を物語る資料が数多く展示されている

「私とラトビア」

（前ページより続く）

東郷大阪名誉領事



3月13日

羽田から1時間あまり、何度も訪

れたような気になっていたが、実は

2回目の旭川。到着ロビーで初めて

駐日ラトビア大使ご一行と同じ便だ

ったと分かった。

ラトビアと長年親交を重ねてきた

のは上川郡東川町。そこに隣接する

旭川市にラトビア名誉領事館が開設

されることになった。その記念レセ

プションで、ラトビアのヒット曲

「マーラが与えた人生」（百万本のバ

ラの原曲）を実演披露！という大役

を仰せつかった。なのに現実は非情。

3日前からモノモライが誕生して悪

戦苦闘。なんとかなだめすかしたが、

「こんなときに限って」は世の常だ。

急遽決ったスケジュールとはい

え、“大役”の割には一連のタイム

スケジュールは皆目分からないま

ま。まあ、行ったところ、出たとこ

勝負！。そんな私も主催者ものんき

なものだ。しかし案ずること無かれ、

空港からはベルトコンベアに乗って

いるような用意周到ぶりだった。同

時に到着された山本徳行スウェーデ

ン名誉領事夫妻と共に一同、会場の

旭川グランドホテルへ移動。名誉領

事に就任する井下佳和氏に昼食会の

もてなしを受けた。これがまた春う

ららの和やかさ。

井下佳和氏は地域のあり方を真摯

に考え、エネルギッシュに活動され

ている。株式会社北海道録画センタ

ーの代表取締役社長で、一昨年もお

会いしている。英国風の髭が印象的

でまさしく眉目秀麗。ゆえにちょっ

とアブナイ男を匂わせていた記憶が

あるが、なんのなんの、豪放磊落で

真面目と豪胆が同居した、実にザッ

クリした愛すべきご性格だった。

午後6時から同ホテルで「在旭川

ラトビア共和国名誉領事館開設式

典」続いて「名誉領事に就任した井

下佳和氏を祝うパーティー」が開か

れた。ここで不肖小田陽子もお祝い

に2～3曲と相成った。炸裂するフ

ラッシュ、ひしめく出席者の間を泳

いで歌う。モノモライもどこへや

ら。

報道席には多くの記者やNHKのク

ルーも来ていて予想以上に大がか

り。翌日の新聞も大く報道し、NHK

は放送すること3回。ヴァイヴァル

ス大使は16歳になるご子息ヤーニ

ス君と、やたらハンサムな書記官の

オレグス氏を伴って出席。何しろ2

メートルはあろうかという長身だか

ら演台に立つと迫力のあること！

パーティ終了後はトップラウンジ

でご一行共々こっそり？打ち上げ。

大使は日本酒がお気に入りとみえて

クリスタルグラスでスルスル召し上

がっていた。私は同じクリスタルグ

ラスでタンカレー（ジン）のストレ

ートをこっそり。のん兵衛の秘技

だ。

ラトビア大使、ラトビア名誉領事、

スウェーデン名誉領事夫妻、そして

スットコドッコイ歌手が片言英語で

盛り上がるのだから、これぞ踊る外

交？

3月14日

午前中、大使一行が各所を表敬訪

問されている間、私はご子息のヤー

ニス君と旭山動物園へ。

朝から大繁盛で次々に大型バスが

入ってくる。その殆んどが中国人と

いうのもご時世だろう。銀座だけで

はなかった。

冬の風物詩、ペンギンウォーキン

グを初めて見た。コースの沿道は競

争率激しく、15分前から陣取って

お出ましを待つ。なんだか天皇陛下

のパレードのようでおかしい。でも

それに応えてペンギン君、ちゃんと

燕尾服でエッチラオッチラお出まし

になった。ある者は立ち止まって沿

道をにらんだり愛想たっぷりだった

り。あまりの愛らしさにヤーニス君

も思わず破顔。

午後は大使一行と合流して東川町

議会で大使の挨拶を見学。町議会の

議場など見たことがないので期待濃

厚、立派だった。今夏、大使の故郷

ルーイヤナ町と東川町が正式に姉妹

都市になる。東川町は16年前から

ラトビアの学校に文房具などを援助

している。松岡市郎町長はその立役

者で、井下氏と共に地方から外交の

人的交流を実現している。

旧知の北海道新聞OB曰く、北海

道には活力ある自治体が多いとい

う。素朴だが充実した身の丈に合っ

たパワーを発揮することが要諦。農

業などは地べたに軸足があるの

で、工業、港湾よりも揺れにくい。

土地は逃げないから根強いのだそ

うだ。

東川町も農業に加えて「写真の

町」をテーマにした町おこしが20

年以上続いている。青少年のため

の「写真甲子園」は有名だ。ラト

ビア交流のきっかけでもある。

さて、町議会訪問後もスケジュ

ールがビッシリ。陶芸ギャラリー

「ZEN」、日本画「後藤澄男展覧会」、

旭川クリスタルホール「神々の遊

ぶ音楽界」鑑賞などが終ったのは

午後8時。それから雪道をぶっ飛

ばして旭岳温泉、ホテルベアモン

トに。最後の晩餐が待っていた。

地元牧場の羊のステーキと魚介類

中心のバイキングは芳醇を極め、

またしても一同盛り上がる。

そしてフィニッシュは掛け流し、

横堀り温泉。雪の壁が露天風呂に迫

る。沸き立つ湯気と天然の雪は幽玄

の世界だった。

2日間行動を共にした山本スウェ

ーデン名誉領事はマラッカ海峡で海

賊と対峙した怪腕で知られる徳望

家。ご夫妻の機知に富んだ会話は痛

快無比で、旅をこの上なく楽しいも

のにしてくださった。

1泊の予定が、大使歓待のご相伴

にあずかり、ありがたいオマケたっ

ぷりの素敵な旅になった。

ラトビア大使

の秘書官でお馴

染みのオルロフ

ス・オレグさん

（27歳）が4月27

日、東京青山の

セントグレース

大聖堂で結婚式

（人前結婚式）を

挙げた。お相手

の田中愛子さん

（26歳）は大妻女

子高、日本女子

大学教育学部出身の才媛で、ピアノ、

水泳、クラリネット、けん玉を得意

とする明るく活発な美しいお嬢さ

ん。趣味は映画鑑賞。現在は学校の

先生。

2人の出会いは02年8月、愛子さ

ん一家がバルト旅行をした時、オレ

グさんがラトビアでガイドしたのが

なれ初め。その年の11月から交際

が始まり、07年にプロポーズ。今

年になって、二人の母親の誕生日で

ある3月25日に入籍した。

式、披露宴には内外の友人・知人

75名が出席、乾杯の音頭をとった

ヴァイヴァルス大使は、いつもと違

ってやや緊張気味に「今日はオレグ

と愛子の新しい家族の誕生日。お互

いの人生に協力し合う新しい義務が

生まれた日。二人は喜び悲しみを分

かち合い、本当の愛を学ぶために一

生勉強しなければならない。二人の

新鮮な日々を暖かく見守りたい」と

祝辞を述べた。

オレグさんはリガ日本語初等学校

で日本語を学び山梨県甲陵高校に留

学、ラトビア国立大学で国際関係論

を専攻、この間、一橋大に1年間留

学した。PAREX銀行日本支社を経て

外務省入り、日本に大使館が設置さ

れると同時に大使館勤務となった。

趣味はサイクリング・陸上競技。

4月16日にはラトビア語教室有志

もお祝いのパーティーを開いた。
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在旭川ラトビア名誉領事就任パーティーで歌う
小田陽子の旭川日記

お相手は日本人才媛、田中 愛子さん
大使館のオルロフス・オレグさん結婚

レセプションの幕開けは華やかな鏡割り

歌
手
小
田
陽
子
さ
ん
は
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ポ
ー
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ー
と
し
て
も
一
流
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式典で祝辞を述べる松岡・東川町町長

4月27日　東京青山のセントグレース大聖堂で



40年余の外交官生活で内外に

色々な友人に恵まれたが、「生涯の

友」と呼べる親友は指折り数えても

少ない。ラトヴィアのアーティス・

パプリックス前外相は、私にとりそ

のような友である。

鮮烈な初対面
着任後の初体面が鮮烈であった。

大統領に信任状を奉呈した後の外務

大臣への表敬だから、会話の出だし

は定石通り、日本とラトヴィアの二

国関係から始まったが、会話はひと

段落した途端、共通の趣味の空手の

話になった。

「ところで、オオツカ大使は何流

の空手ですか？」

「私は松涛館流です。大学時代に4

年間やりましてね。初段ですが、最

近は全く練習していませんから、実

力はブラックベルトではなく、私の

髪と同じグレイベルトですな、ハハ

ハ！ところで大臣は何流ですか？」

「7年前にニューヨークでシンジ

ンブカンの空手に出会い、本格的に

練習を始めました。沖縄のオナガ先

生が師匠です。今はブラウンベルト

ですが、もうすぐ黒帯のための昇段

試験があります」

オナガ先生というのはどういう人

物なのか、私にはその時は知る由も

なかったが、『神人武館、翁長良光

先生』に対する外相の敬慕の情は、

その話ぶりからひしひしと伝わって

くる。武道の師に対する弟子の真摯

な言葉を聞いて、私は久方ぶりにと

ても清々しい思いであった。

「武士道に心惹かれるのです。神

人武館は日本の文化や伝統をとても

良く体現していると思います」

「大臣にとって空手とは何です

か？」

しばし黙考後、彼は答えた。

「空手は、私の人生の行く手の暗

い道を照らしてくれるロウソクの光

のようなものです」

外相の空手に対する情熱は尋常で

はない。

「それでは、そのうち機会があれば、

お手合わせを願いたいものです」

私はその場の「外交辞令」で、

「お手合わせ」と言ったに過ぎない

のだが、しばらくして、本当の「お

手合わせ」にまで発展してしまった

のにはいささか驚いた。パブリック

ス外相はその後、黒帯を取得し、更

に翁長先生から三段を授与された。

実現した空手の練習
リガ湾を望むパブリックス外相の

私邸に招待された時の出来事。

白鳥が優雅に泳ぐ海辺の瀟洒な私

邸に久保公使と共に赴くと、開口一

番、「では、早速空手の練習をしま

しょう」ときたのには驚いた。案内

された広い庭の一角には、数本の大

きな松の木の間に、成る程、空手の

練習用のマキワラ（突きを練習する

ための道具立て）が立ててある。結

構練習していると見えて、マキワラ

の上部には拳から出た血がこびりつ

いている。私は、上着を脱いでマキ

ワラの前に前屈姿勢で構え、手始め

に正拳を30発ほど突く。久し振り

の練習だ。板に巻いた布に右手の握

り拳をドスン、ドスンと力一杯ぶつ

ける。なかなか気持ちが良い。還暦

をとうに過ぎた老人にしては上出来

である。腰の捻りも結構決っている。

シャツに汗が滲み始める。

「流石ブラックベルト！イチさん

は腰が決っていますね。今度は私の

番です」

入れ替わりにアーティスが同じく

正拳を突く。腰の決め方が少々甘い。

引き手も不十分だ。私は早速身振り

手振りで「もっと腰の捻り方を鋭く」

などと師匠気取りで教える。本当は、

教えられる柄ではないのに一寸無理

して教えている。

「今度機会があれば、ちゃんと空

手道着を着てドージョーで練習しま

しょう」とアーティス。いやはや、

話は段々エスカレートしてくる。そ

れにしてもアーティスは熱心だ。こ

んな空手黒帯の知日派の友人がラト

ヴィアの外務大臣であることは誠に

心強い限りである。

昼食会では、安保理改革などの仕

事の話もした。安保理改革の動きが

大きな流れになった一昨年、ラトヴ

ィア政府は、パブリックス外相の肝

入りで、いの一番で、日本の常任理

事国入り支持を表明し、G4決議案

支持を打ち出してくれた。その後も

日本支持の姿勢は終始一貫してい

る。昼食会での話題は日本の武道の

話に戻る。

「最近、宮本武蔵の『五輪書』を

読みましたが、あれは興味深いです

ね。イチさんは読みましたか」

「いや、私は拾い読みをした程度

で、本当に読んだわけではありませ

ん」

「吉川英治の書いた『宮本武蔵』

は長編でしたが、これも面白かった

ですね」

「ほーう、私は残念ながら読んで

いませんね」

「今度は『源氏物語』を読みたい

と思っています。

「ほーう、熱心ですね」

段々形勢我に不利な展開になって

きた。

「ところで、『武士の情け』とはど

ういうことでしょうか？」

私はもうたじたじという感じであ

る。少々うろたえながらも、上杉謙

信の塩の話をする。話のついでに

「もののあわれ」について口にすると

大変興味を示し、「ワビやサビとはど

う違うのですか？」と鋭い質問がき

た。今頃はきっと本居宣長をひもと

いて読んでいるのではなかろうか。

それにしても、こんな親日家の外相

がいてくれるのは日本・ラトヴィア関

係にとり実に有り難いことである。

天皇皇后両陛下のご訪問
2006年2月のパブリックス外相の

初めての訪日（外務省賓客）、4月

の在日ラトビア大使館開設、カルヴ

ィーティス首相の訪日などの重要行

事が続き、日本・ラトヴィア関係は

急速な広がりを見せた。2007年5月

の天皇皇后両陛下のバルト三国ご訪

問の一環としてのラトヴィアご訪問

は正に日本・ラトヴィア関係に「新

時代の幕開け」をもたらす歴史的ご

訪問であった。ご訪問の計画を始め

て直接パブリックス外相に伝えた時

の同外相の「喜びの顔」は形容し難

いものであった。パブリックス外相

と電話やメールで緊密な連絡を取り

ながら、ご訪問のための念入りな準

備を進めた。

ご訪問も近づいた5月のある日、

アーティスから電話がかってきた。

「天皇皇后両陛下のご訪問を記念

して、訪問の前日にリガの公園に日

本の桜を植樹するというアイデアは

どうだろうか？」

私は即答で賛意を表し、話はとん

とん拍子で進んだ。

桜にちなんだ和歌を銘板に刻みた

いが、どんな和歌が良いだろうか？」

アーティスは日本文学の専門家に

も相談したらしく、西行の和歌を含

め幾つかの候補の和歌を集めてい

た。あれこれ検討した後、「貴方が

気に入った和歌を選んだら良いでし

ょう」と私は提案した。数日の熟考

の後、彼が選んだ和歌は、紀友則の

春の歌であった。

ひさかたの

光のどけき春の日に

しず心なく花の散るらむ

晴天の5月24日の午後、パブリッ

クス外相とヴィンディーズ夫人と私

達夫妻で桜の苗木二本を少年少女合

唱団の美しいコーラスを背景にリガ

市中心部の公園の一角に植樹した。

毎年新しく苗木を植えて本数を増や

し、ゆくゆくは「桜通り」にしたい

計画だという。日本とラトヴィアの

「友好の絆」として年毎に美しい花

を咲かせてくれることであろう。

5月25日、いよいよ両陛下のラト

ヴィアご訪問の日。爛漫のラトヴィ

アの春の日であった。ご到着後、歓

迎式典の盛大な午餐会がブラックヘ

ッド・ギルドで開かれた。フレイヴェ

ルガ大統領は、スピーチの中で、両

陛下のラトヴィアご訪問を心から歓

迎し、日本・ラトヴィア関係の歴史を

回顧した上で、「両陛下の歴史的ご訪

問は、丁度、ラトヴィアで桜が咲く季

節に実現しました。両国関係が今後、

桜の花が開花するように発展するこ

とを心から希望します」と述べられ

た。これに答えて、天皇陛下は、ラ

トヴィアの人々が苦難の歴史に触れ

られ、「ラトヴィアの人々が苦しい時

代を通じ、勇気と誇りをもって困難

に立ち向かってきた歴史を私共は忘

れてはならないと思います」と述べ

られた上で、「1991年、バルト三国が

旧ソ連邦の中から初めての独立国と

なったとの報せを受け、歴史の大き

な流れに深い感慨を覚えたことを思

い起こします。以来15年余り、欧州

の一員として、民主化と経済、社会

の発展の道を着実に歩んでいる貴国

の人々の英知と努力に心からの敬意

を表したく思います」と結ばれた。

ラトヴィアの苦難の歴史について

は、同席のラトヴィアの客人達はこ

とごとく生きた証人である。私は臨

席のパブリックス外相に思い切って

尋ねてみた。

「ところで、あの1989年8月23日の

『人間の鎖の日』に貴方は何処で何

をしていたか、覚えていますか？」

「人間の鎖の日」とは、バルト三

国の有志200万人が独立回復を目指

して、手に手をつないでタリン（エ

ストニアの首都）からリガへ、そし

てヴィリニウス（リストニアの首都）

へ600キロメートルに渡って「人間
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ラトビアの友　A・パブリックス前黒帯外相
前駐スウェーデン兼ラトビア大使

大塚清一郎

（次ページへ続く）

ラトビア外相と空手の練習に打込む筆者



ラトビアで歌を意味

する「DZ I ESMA」は

「生きる」「生まれる」

の派生語です。ラトビ

ア人が「歌の民」とい

われる所以でもありま

す。私達は、ラトビア

人の誇りと名誉の精神

的なバックボーンでも

ある、国を挙げての

「ラトビア民族歌と踊り

の祭典」を視察するこ

とによって、ラトビア

人に対する理解を深め

末長い交流をしたいと

の思いから、藤井威会

長を団長として50名

（5月26日現在）からな

る旅行団を結成しまし

た。

日程は、7月9日成田発、ヘルシ

ンキを経て同日夕刻リーガに入りま

す。10日夕刻、日本大使館に於い

て大使館と共催によるレセプション

開催、約50名のラトビア人を招待

します。今現地側と連絡を取りなが

ら招待者リストを作成中です。リー

ガ市内観光には、山本徳行顧問から

提案された、同氏がお世話した日本

留学経験者たちに一部ガイドをして

頂くことを検討中で、出来るだけ現

地の人々との交流や接触の機会を多

くしたいと考えています。旅行団は

歌の祭典を視察した翌日13日に、

リーガからウイーン経由16日に帰

国するグループ（A）と、ビリニュ

ス（リトアニア）とウイーンを訪れ

18日に帰国するグループ（B）の2

つに分かれます。ウイーンでは夫々

のグループとも旅行者が定めたツア

ーのほかに、希望者に対しては在ウ

イーン十数年、今も当地で執筆活動

をされているウイーンメロス音楽研

究所代表の野村三郎先生（当協会会

員）夫妻ご好意による美術史美術館

又はベルヴェデーレ美術館見学、シ

ョッピング等のプランも検討してい

ます。野村先生は早稲田大学大学院

博士課程修了、ウイーン大学、ウイ

ーン国立音楽大学留学。霧島国際音

楽祭創設者。東邦音楽大学教授、九

州大学客員教授等を歴任。著書に

［ウイーンフィルハーモニー」（中央

公論新社刊）などがあり、ウイーン

紹介の第一人者としても知られてい

ます。

◇

今年の祭典には、コーラス

13,000人、踊り15,000人、その他

を合わせて35,000人が参加します。

また今年はラトビアが最初に独立宣

言した1918年から90周

年目に当たる年で、同

国ではその記念行事も

企画されているようで

すが、歌の祭典には海

外在住のラトビア人を

はじめ世界各地から多

数の旅行者たちがこれ

まで以上に集まってき

ます。祭典の主要な催

しもののチケットは発

売開始後わずか2時間で完売とのこ

とです。

藤井会長が昨年、ご自身が撮影さ

れた写真で作られたカレンダーの7

月に、「ラトビア歌と踊りの祭典」

について次の様に述べられていまし

た。「ラトヴィアがロシア帝政の支

配下にあった1873年、全土の合唱

隊を集めて第1回祭典が開かれた。

この祭典は、近年は5年毎に開催さ

れ、長期にわたって他国の支配下に

あったラトヴィアの人々の民族意識

を刺激し、次第に独立への願いを強

めていったという。戦後ソ連の統治

下でも種々の制約の下でほそぼそと

続いた。1991年独立後はこの祭典

は、民族の自由と独立の喜びを爆発

させる場となっている」。

旅行の思い出は現地での天候に左

右されます。当日は好天に恵まれる

ことを期待しています。（加藤晴生）

※写真は藤井威会長撮影

の鎖」を作り、世界に向けて強い

意志表示をした記念日のことであ

る。

「あの日は、バルト三国の歴史に

とり大きな意義のある日でした。私

はリガの自由の記念碑の近くで友人

達と手を組み、愛国の歌を歌ってい

ました。ソ連からの独立、祖国の自

由と民主主義を勝ち取るための止む

にやまれぬ思いからの行動でした」

あの日から、独立回復に向けて

歴史の車輪は大きく回転し始め、

誰もこの動きを止めることは出来

なかった。そして、1991年8月24

日、ソ連はついにバルト三国の独

立を認めるに至ったのである。

私はパブリックス外相に言った。

「ところで皇后陛下はバルト三国

の独立の際、一首の和歌を詠んで

おられます」

「実は、私も最近までそのことを

知りませんでしたが、今回のご訪

問の準備で色々と勉強して分かっ

たことです。

秋空を鳥渡るなり

リトアニア、ラトビア、

エストニア　今日独立す

私の言葉にじっと耳を傾けてい

たパブリックス外相が感激も面持

ちで言った。

「これは実に素晴らしい話です。

広くラトヴィア国民に知って貰い

たいので、早速ラトヴィア語訳を

作成することにしましょう」

午餐会は和やかな雰囲気の中に

終了した。翌朝、リトアニアに赴

かれる両陛下をリガ空港で一緒に

お見送りした後、パブリックス外

相は感慨深げな表情で私に握手を

求めて言った。

「素晴らしいご訪問でした。この

ような歴史的ご訪問を貴大使と共

に仕事が出来たことは実に嬉しい

ことです」

黒帯外相の端正な顔に満足げな

微笑が浮かんでいた。私自身も、

このような素晴らしいラトヴィア

の友を得られた喜びをじっと噛み

しめていた。特別機はゆっくりと

リガ空港を飛び立って行った。

※本稿は外務省の許可を得て、霞

関会月報741号から転載しました。

（編集部）

Bコース

（リガ～ビリニュス～ウィーン）

藤井　威（東京・会長・団長）

加藤晴生（千葉・専務理事・副団

長）

[以下受付順]

清水卓爾（東京）、清水ヨウ子（同）、

藤井明子（東京・会長夫人）、小川

翠（東京）、飯塚美沙子（神奈川）、

多賀清雄（長野）、多賀さゆみ（同）、

池田　泰（東京）、福島一世（神奈

川）、浅妻　勲（東京）、浅妻祥江

（同）、佐藤彰男（千葉）、佐藤祐子

（同）、三巻義夫（神奈川）、三巻道

子（同）、遠藤守正（神奈川）、工

藤悠一郎（東京）、鈴木紘輝（東京）、

白井　猛（東京）、白井多摩子（同）、

加藤民子（千葉・専務理事夫人）、

高仲和子（東京）、桜井珊子（東京）、

堀口大樹（東京）、長岡喜美子（東

京）、小林雅子（同）、落合直道

（千葉）、岡安弘二（東京）、岡安陽

子（同）、植木佐代（東京）、 子

岐子（神奈川）、内山守太（千葉）

Aコース

（リガ～ウィーン）

[受付順]

山本徳行（福岡）、山本弥生（同）、

赤池喜代（徳島）、西尾千春（同）、

熊谷敬子（東京・前会長夫人）、頴

原信二郎（東京）、頴原和代（同）、

金岡　隆（神奈川）、関口教和（東

京）、関口トシ子（同）、服部圭以

（東京）、福山佳永子（同）、佐々木

憲元（青森）、中嶋勝彦（東京）、

椎野寿子（徳島）

古
又

Latvija
2008年6月5日 5

08年当協会ビッグ・プロジェクト第二弾！
「歌と踊りの祭典」視察旅行に50名参加

（7月9日～18日）

現地でラトビア人と積極的に交流。ビリニュス（リトアニア）、

ウイーンの文化にも触れる。

（前ページより続く）

歌の祭典

踊りの祭典

民族衣装で着飾る少女たち

ラトビアの友　黒帯外相 参加者

◇

（編集部註）シンギング大使としても知

られた音楽好きの大塚氏について、日本

経済新聞3月24日付「交遊抄」に羽山定

克スウェーデンハウス会長が、「音楽が

懸け橋」と題して、大塚氏がスウェーデ

ン大使時代に、自分の車にいつもギター

を積み込み、パーティーで弾き語りでス

ウェーデンの歌などを披露するなど、歌

でも日瑞親善に貢献した話などを詳しく

披露している。
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ラトビアには若い女性が跪礼（英

語“Curtesy”、ラトビア語“Kniksisﾓ）

という挨拶をする習慣が残ってい

る。当会会員松原千振氏に伺うと、

これはフィンランドでも残っている

という。きっとほかのヨーロッパ各

地にも残っているに違いない。跪礼

とは女性が膝まついて礼を行う挨拶

であり、かつてヨーロッパの貴族社

会で広く行われていたエレガントな

挨拶の仕方である。現在は欧州の王

室の間やバレリーナが挨拶として行

うに過ぎない。しかしながらこの跪

礼を通して18世紀のヨーロッパが

覗けるような気がしている。

吉田健一氏の著「ヨーロッパの世

紀末」を紐解きながら当時のヨーロ

ッパはどんな社会であったかみてみ

たい。同氏はヨーロッパは18世紀

にその黄金期の絶頂に達し、それは

ルイ14世で始まりモーツアルトで

完成されたという。ルイ14世は絶

対王政の最盛期を現出し、ヴェルサ

イユ宮殿はその極致であった。その

貴族文化の華麗さは瞬く間に模範と

なりヨーロッパ中に広まった。それ

まで貴族が出世するた

めには戦場で蕃勇を示

すことが必要だった

が、ヴェルサイユ宮殿

ができてからは宮廷で

いかにエンレガントな礼儀作法が出

来るかどうかということに一変した

のである。

その後18世紀を通じて音楽・文

芸は一層成熟し、バッハ、百科全書

派、ルソー、モンテスキュー、ギボ

ン、ゲーテなど数多の天才偉人を輩

出して一大黄金時代を現出した。新

たなヨーロッパの知的伝統と教養主

義の始まりである。モーツアルトは

このようなヨーロッパがヨーロッパ

としての性格を完成した絢爛なる

18世紀の時代精神と文化を離れて

存在しないといわれる。モーツアル

トはヨーロッパを自由に駆け回り独

仏伊の音楽の長所を合わせた音楽を

完成した。吉田健一氏はいう。

「モーツアルトの稀代の音楽は時

代、場所、人を超えた普遍的な魅力

があるとされるが、モーツアルトの

音楽は18世紀のものであって他方

18世紀を思い浮かべればモーツア

ルトがいる。モーツアルトの音楽の

完璧さにヨーロッパの完成を見るこ

とができる」。

いま一つこの時代を象徴する逸話

がある。1740‐1748年の

間、女帝マリア・テレジア

がハプスブルグ家の全領土

を継承するとオーストリア

王位継承戦争が起こった。

このときフォントノアで英

仏の近衛連隊が遭遇する

と、両軍の司令官は騎士道

に従って、互いに相手に先

を譲りあい相手が先に発砲

することを勧めた。何度か

やりあった後、英軍が「ではお先に

失礼」といって発砲すると仏軍の第

一線はほとんど全滅した。激しい戦

闘のあと仏軍が勝利したが、大切な

ことは双方の負傷者は同じ村で一緒

に看護をうけたということだ。これ

は当時の騎士道精神、礼儀、エレガ

ンス、人間の尊厳への敬意、また国

際性というものがいかに大切にされ

ていたかということを示す話として

有名である。吉田健一氏はこのよう

に18世紀こそヨーロッパが最高の

文化の水準に達していたと絶賛す

る。

しかしながら古き良き18世紀も

1789年フランス革命が勃発すると

終焉する。その後はナポレオンによ

る果てしなき戦争が続き人心を荒廃

させた19世紀が始まる。べートー

ベンが道でオーストリア皇后と出会

ったとき丁

寧に会釈す

る皇后に振

り向きもし

なかったの

は 1 8世紀

ヨーロッパ

の瓦解のき

ざしであっ

たという。

現在でもヨーロッパ人の心には、

エレガンスを尊び栄光につつまれた

古き良き時代のヨーロッパを懐かし

む気持ちが残っている。これがヨー

ロッパの真の姿であり本音であろ

う。跪礼を見られた時には、かつて

ヨーロッパが燦然と輝いていた時代

についても想いを馳せて頂ければ有

り難い。

リーガの街を歩いていて、日本と

ラトヴィアの思わぬ共通点を見つけ

ることがあったことについて、以前

この連載の中で書いたが（第9号

「女心とバルトの空」）、今回は逆に

極端に違っていると感じた点につい

て書いてみたい。

黒沢歩氏のご著書『ラトヴィアの

蒼い風』（株式会社新評論、2007年）

のことを本会報で知り、早速拝読さ

せて頂いたが、ほんの数日立ち寄っ

た筆者のような者とは違い、現地に

住んでいらっしゃるからこそという

様々な視点を感じ、大変興味深く読

ませて頂いた。

そして同書の中で思わず「やはり」

と思ったことが、猫のことであった。

同書では、全3章のうち第2章が

「猫のいる風景」となっており、リ

ーガの人々がいかにペットを家族同

然に愛し、その中でも猫を非常にか

わいがっており、また野良猫諸君に

も餌を与える優しい人達が大勢いる

様子が生き生きと描かれている。大

の猫好きで道端で猫を見かけると話

しかける、そして猫諸君さえ許して

くれれば思わず撫でたくなる程の猫

好きにとって、読んでいて楽しい限

りであった。

他方、最近東京の猫諸君は人間へ

の「警戒心」が大変強くなってしま

ったのか、なかなかそばに寄らせて

もくれず、すぐに逃げられてしまう

ことが多い。

ところが、2002年9月にプライヴ

ェートな一人旅でリーガの街を訪れ

た際に、秋の日差しを受けな

がら街のそこかしこで、のん

びり過ごしている猫諸君に出

会え、近寄っても逃げない、

平気で写真を撮らせてくれる、

そして平気で撫でさせてくれ

ることが嬉しかった。変な日

本人が盛んに猫に話しかけ

（それも日本語で）、撫でまわ

し、写真を撮っている姿は、リーガ

の人々の目にはいささか奇異に映っ

たのではなかろうか。

それにしても、猫諸君の無警戒振

りは東京とは好対照なので、リーガ

の人々は彼らに優しいに違いないと

思っていたところ、黒沢氏の著書に

出会い「やはり」と思ったしだいだ。

「日本の野良猫のように、人を見て

逃げ去ることはありません。それど

ころか、小走りに寄ってきては足元

に背中をなすりつけたり、目の前に

ねっ転がり、腹を見せたりして喉を

ゴロゴロと鳴らしています」（同書

136頁）という一文は、リーガの猫

諸君と実際に出会った者にはそれが

少しも誇張でないことがよくわか

る。次にリーガを訪れる機会にもま

たあの猫諸君と戯れたいものだ。

ところで、リーガの人々は猫だけ

ではなく、妊婦さんや子連れの人に

も大変優しいという印象も受けた。

そう、まさに母親が穏やかな表情で

子供との時間を楽しんでいる姿をし

ばし見かけ、何とも言えず心温まる

風景だと思った。その後結婚し、家

内が妊娠し、現在3歳になる娘をこ

こまで育ててきてしみじみ痛感した

ことだが、リーガの人々に比べ、東

京の人達は妊婦さんや子連れの人に

対する優しさに欠けることが多いよ

うに思われる。優しくする余裕がな

いのかもしれないが、そういう環境

で子育てをすることは正直大変だ。

ある時、家内がママ友達との会話で

「私たち悪いことをしているわけで

はないのに、毎日謝ってばかりいる

ね」という話をしたと聞いた時、日

本は子育て途上の人々への優しさが

少ない、何て精神的に貧しい国であ

ろうかと悲しい気持ちがした。東京

が猫諸君にも、妊婦さん達にも、そ

して子供達にとっても優しい街にな

ることを願いたいい。昨今日本では

「少子化対策」が話題になっている

が、解決の大切なヒントが案外リー

ガにもあるのではないだろうか？

（追）私は現在東京国際大学（旧国際商科

大学・川越市）で非常勤講師を勤め「日

本・ヨーロッパ関係、｢日本・ロシア関係」

を講義しています。毎年ロシアとの関係

の深い東欧諸国の紹介をし、ラトヴィア

も私が訪れた際の写真を見せて紹介して

います。全然知識のなかった学生諸君が、

リーガの街の美しさに感嘆し、興味をも

ってくれるのが楽しみです。

跪礼とヨーロッパ文化
元駐ラトビア日本国大使館臨時代理大使

田中 享

リーガの街の猫達
白石 仁章

外務省大臣官房外交史資料館

跪礼の練習風景：英国

リーガの猫はとても人懐っこい
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ラトヴィアの「山」
無いものに憧れるのはだれしもお

なじことでしょう。少なくとも日本

人が「山」と呼ぶような山がないラ

トヴィア（国土の最高地点が312メ

ートルたらずで、リーガのテレビ塔

より低い）では、「山」のつく地名

や単語をよく耳にします。「キツツ

キの山」や「山の村」という地名に、

「カルンス（山）」や「カルニンシュ

（小山）」という苗字などです。

山は、ラトヴィアでは地理的な概

念にとどまりません。何かしら特別

な催しを、「山」に結びつける節が

あります。例えば、はるか昔に開催

された写真家の集いはその場所だけ

でなく集いそのものを「写真の山」

と名付けましたし、およそ100年前

に収集された膨大な数の民謡をモチ

ーフに作られた彫刻の公園は「民謡

の山」と呼ばれています。そして、

2008年はラトヴィアに「歌の山」

が出現することいなっています。そ

れは5年に一度の大合唱祭のことを

指します。

「歌の山」の下ごしらえは、楽譜

を2年前に発行するなど、今回は用

意周到に勧められてきました。毎週

日曜日夜の国営テレビのニュースで

は、各地の準備の様子を撮影し、

「合唱祭まであと○○日」とロゴが

出ます。

想定外のチケット騒動
周到に準備し、合唱祭ホームペー

ジではチケット販売情報も、購入自

体も滞りなく行われるはずであった

のに、実際の発売開始日はその日の

トップニュースとなったほどの混乱

でした。

まず、ホームページが発売開始

10時10分にはすでにアクセス過多

で対応不能となったこと。では、各

地の販売窓口に出かけてみると大変

な行列で、私はなんと4時間も待た

されても、予定のチケットは入手で

きませんでした。目玉のコンサート

のチケットは発売開始2時間ですべ

て売り切れていたのです。でも、そ

ういう事実がわかったのは午後のニ

ュースを見てからです。一般人はな

んの情報もなくただひたすら待たさ

れて苛つく行列に並んでいるしかな

かったのです。

今回のようなことは、かつてなか

ったことです。私も1993年からも

う4回目の

合唱祭を迎

えますが、

これまでな

らチケット

は当日会場

入り口でい

とも簡単に買えたものでした。今年

は、バルト三国の建国90周年と合

唱祭の記念すべき年であるためか、

メディアの宣伝はいつにも増して盛

んでした。それに外国人向けの大宣

伝もあって、売れる商品と化した民

族文化に目をつけ、普段、音楽の

「お」の字も知らないような人々が

ダフ屋となって大量のチケットを抑

えたのも、混乱の一因だそうです。

合唱祭を組織する民族芸能協会は、

「一人当たりの購入可能なチケット

枚数に制限を設けなかったのは誤り

だった」と認めています。

欠かせない三曲
なにはともあれ、今年7月5日の

大パレードから始まる見えない歌の

山は、12日の夜更けにそびえたつ

はずです。合唱祭で歌われるのは民

謡だけでなく歌謡曲や現代曲、外国

の曲もあります。特に1980年代の

日本で言うところの「青春ポップス」

はソ連からの独立を導いた精神的な

支柱となっていたことは、ラトヴィ

ア人がこれらの歌を特別の感慨を込

めて歌う様子に読み取れます。また、

「歌わなければ合唱祭が終わらない、

家に帰れない」歌が少なくとも三曲

はあります。（以下、歌詞意訳）そ

れはまず、「我が祖国に（Manai

dzimtenei）」（曲：ライモンズ・パ

ウルス、詩：ヤーニス・ペテルス）

です。ソ連時代も終わりに作られた

一曲です。

◇

愛しいダウガワ河が教えてくれた

こと─流るる運命がごとく、歌が歌

祭りを祝い若者たちを目覚めさせ

た。そして運命に立ち向かって若者

が歌う歌は何百年も永遠に色あせな

い。

5年目がやってくると血の雨が降

り、いちばん高い松の木をへし折っ

ていく。立ち向かおう、歌の嵐を巻

き起こして。光の城の山で歌いつづ

けよう。

かすかな声が大地にはるかそよ

ぐ。歌が歌祭りを祝い、若者たちを

目覚めさせた。いつまでも流れるダ

ウガワ河と若者が歌う歌は何百年も

永遠に色あせない。

へし折られた松は我らの心に生え

つづけ、足取り新たに我らが新たな

朝を呼ぶ。さあ永遠に歌いながら歩

もう。光の城の山でいつまでも歌お

う！

◇

合唱祭の習わ

しでは、この歌

に続いて「光の

城（Gaismas pils）」

（曲：ヤーゼップ

ス・ヴィートー

ルス、詩：アウ

セクリス）とい

う荘厳なアカペ

ラの曲が、歌詞

を引き継ぐかの

ように歌われます。ラトヴィアとい

う国がまだなかった時代の19世紀

末に書かれたこの歌は、ラトヴィア

人が、自らの存在を維持するために

どれほど肩肘を張ってこなければな

らなかった民族であるかを示すよう

です。

◇

クルゼメよ、神の大地よ、自由の

民の守り手よ、年老いた神々はいず

こに消えた、自由の民の息子たちは

彼らは古い時代の光の城で揺れて

いる、もみの木の森の真ん中に明る

くそびえる光の城で

父なる大地に血が流れる日が昇っ

た。民族はつながれ、英雄たちは死

んだ

みるみるうちに溺れ消え去った光

の山にそびえる城。そこに眠るは我

らが神々、民族の精神の財宝なり

古い樫の木々が最後の一輪を咲か

す。聖なる呪文を隠すは心の奥底の

傷

呪文を解けば城は蘇る、民族の栄

誉をはるか響かせ、光輝いて

息子たちは忘れ去られた神聖なる

呪文を解き明かした。叫ぶと昇る光。

光の城が蘇った

◇

この歌が響く頃、目に見えない大

きな山をラトヴィア人たちはそれぞ

れの心で見ている。そして、祭典の

締めくくりに指揮者もなく沸き起こ

る民謡「風よ、吹け」。今年は、歌

い続けたい人はだれでも朝方まで森

林公園の残っていていいそうです。

さて、5年に一度の歌の山がそびえ

るのもいよいよです！

民族楽器
コークレ（Kokle）のこと
美しい音を奏でるコークレは木製

のフラットな弦楽器ですが 、弦の

数は8本から31本までさまざまで

す。昔は男の演奏する楽器だったと

いわれていますが、現在では女性が

清らかに歌いながら弾くことが多く

なりました。それでも、コーコレの

ソロ奏者であるラトヴィア大学レト

ニアセンターのムクトパーヴェル教

授（男性）は、自作品を独演する

CDも出しています。

コンサート専用のコークレを作る

職人はラトヴィアにたった一人、イ

マンツ・ローベジュニエクス氏のみ

と言われ、今技術の伝達に力を注い

でいるそうです。氏は、合唱祭恒例

のコークレ演奏会のために注文をこ

なすのにおおわらわだそうです。そ

のほかに、民俗芸能関係者の中には

個人のコークレ作成者も複数いま

す。コークレを個人でお求めになり

たい場合には、旧市街のワーグナー

通りにあるラトヴィア音楽と雑貨の

店ウペ（UPE、ラトヴィア音楽CD

のレーベル）なら、数台は小ぶりな

ものが置かれています。

合唱祭参加の選抜
5月8日、合唱コンクールが終わ

り、ラトヴィア国内から合唱祭に参

加する394の合唱団が選ばれまし

た。リーガでは、国内の男声合唱団

が一同に集まりました。合唱祭の運

営を取り仕切るのは、文化省管轄の

「民族芸能センター」です。合唱コ

ンクールで選ばれた合唱団の中から

は、さらに今後の選抜があり、合唱

祭期間中に135年来の伝統である

（今回は7月8日）「合唱団戦」に参

加する資格を得ます。

この選抜の準決勝は、合唱祭まで

ひと月を切る5月30日から6月8日ま

での間に公開で開催されます。この

期間中に、5月31日にラトガレ地方

のレーゼクネから始まり、6月1日

にクルゼメ地方のクルディーガ 、6

月7日にはゼムガレ地方のイエルガ

ワ、6月8日にはヴィッゼメ地方の

ヴァルミエラにて、各地方毎に開催

されます。リーガの合唱団は、6月

2日から6日までラトヴィア大学の

本講堂とラトヴィア人協会会館にて

その成果を競い合います。

ラトヴィア／リーガ在住　

黒澤 歩

来たる合唱祭に向けて
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2007年2月第5回国際サクソフォ

ンフェスティバル「サクソフォニア」

がラトビアで開催されました。私は

日本人として初めて招聘され、2月

10日、ラトビアに降り立ちました。

リガ空港に到着したのは深夜だった

のですが、とても温かく迎えてくだ

さいました。私にとって初のラトビ

アでした。

2月13日、リガの聖ヤーニス教会

で行われたフェスティバルのオープ

ニングコンサートに出演し、この日

の為に書かれたR・ドゥブラ作曲の

オラトリオを演奏しました。編成は

ユニークで、2つのサクソフォンカ

ルテット、パイプオルガン、合唱

（国立合唱団ラトヴィヤ）、打楽器、

そして私はソリストとして参加させ

て頂きました。悲しみや幸せを併せ

持ち、荘厳で神々しい光が降ってく

るような曲で、失神してしまいそう

なほど感動したのを今でも思い出し

ます。（幸運なことに、今年9月に

リガ大聖堂で行われる「国際宗教音

楽祭」に出演し、このオラトリオを

再演することとなりました。）

2月14日からは、連日ソロリサイ

タルというスケジュールでした。こ

こで驚いたのが、私のように各国か

ら集まったサクソフォニストが同じ

日程で、リガだけでなく小さな町や

村までコンサート出演のために出掛

けるのです。例えば私の場合、リガ

の歴史博物館、マサラツァの文化セ

ンター、グルベネの文化センター、

イアツァヴァの教会といったよう

に。そして小さな町でも沢山のお客

様が来場されるのです。私はラトビ

アの人々の音楽への想いの深さを強

く感じました。

帰国前日、私の大好きなラトビア

の作曲家Lu- cija Garuta（ルーツィア・

ガルータ1902-1977）の姪の娘であ

るダイナさんが、ガルータの住んで

いたアパートに連れて行ってくださ

いました。そこには、ガルータのピ

アノや出版されていない沢山の楽譜

がありました。中でも一際目を引い

たのは、青の表紙にシルバーの文字

の書かれた、美しい装丁の歌曲集で

した。それは愛した人を想って書い

た曲や、別れ、つらい日々など、彼

女の人生を垣間見ることのできるよ

うな曲集でした。私はますます彼女

の音楽に感動しました。そしてその

感動が忘れられず、今年9月にラトビ

アを訪れる際に、この歌曲集をサッ

クスにアレンジしたものを中心にレ

コーディングすることになりました。

ガルータの音楽は生涯私の大切なレ

パートリーになることでしょう。

最後に、ラトビア音楽と出会うき

っかけを与えてくださり、今でも惜し

まず私に力をかしてくださる、ゼメ

ネ音楽企画・日本ガルータ協会の菊

地康則さんに心から感謝致します。

（「サクソフォニア」のレポートは河西

麻希ホームページでも紹介していま

す。http:／／sound.jp／maki-sax／）

2005年、私がゼメネ音楽企画とし

て企画したコンサート「現代ラトビア

の音楽」はラトビアのクラシック作品

のみで構成する演奏会の試みとして、

多くの人々の協力を得て実現しまし

た。そしてこのコンサートに出演して

くださったサックスの河西麻希さん

は昨年2月に行われたサックス音楽

祭「サクソフォニア」に招かれ、ラトビ

ア・デビューを果たしました。

今年はさらにフルートの安藤史子

さんが7月に行われるラトビアの合

唱祭にゲスト出演者として招かれ、

作曲家ライモンズ・パウルス氏主催

のポップスコンサート（7月10日、

ラトビア民謡のアレンジ作品で構

成）に参加します。安藤さんがこれ

までに発表したCDの演奏が評価さ

れての抜擢となりました。彼女は私

の演奏会でラトビアの無伴奏フルー

ト作品3曲を演奏していますが、そ

の中の「鳥たちのいる風景」の作曲

者ペーテリス・ヴァスクス氏の提案

により、ペーテリス教会で同時期に

行われるチャリティーコンサートに

も出演することになりました（7月

8日）。

安藤史子さんは関西を中心に活躍

する名手です（ホームページ：

http :／／homepage2 .nifty.com／

flutef-ando／）。ユリス・カルルソン

ス・ラトビア音楽アカデミー前院長

は、安藤さんが吹いたヴァスクスの

曲は、前院長がそれまで聴いた演奏

の中で最上のものである、と評しま

した。

このチャリティーコンサートはラ

トビア音楽アカデミーとペーテリス

教会とのコラボレーションにより続

いている、定例の企画だそうです。

今回の曲目は私の提案を交えて安藤

さんが構成したもので、ヴァスクス

氏の作品をはじめ、平尾貴四男のソ

ナチネ、タクタキシヴィリ（グルジ

ア）のソナタなどが演奏される予定

です。伴奏ピアニストはラトビア屈

指の名手、ヘルタ・ハンセナさんで

す。

私たち家族も安藤さんとともにラ

トビアを旅します。合唱祭のイベン

トはもちろんのこと、ラトビアの友

人たちとの再会が待ち遠しいです。

また私たちが帰国したあと、サック

スの河西麻希さんが9月初めにラト

ビアを再訪し、国際宗教音楽祭でリ

ハルツ・ドゥブラの2つの作品に出

演、さらに彼女自身の企画であるガ

ルータのメロディーのみで構成する

素晴らしいCD企画の録音をリガで

行います。すっかりラトビアに魅せ

られてしまった河西さん、気迫に満

ち満ちています。このように自分の

イベントが価値ある創造行為のきっ

かけとなっていくことに、大きな喜

びを感じます。私が2003年のガル

ータのカンタータ演奏会終了後に合

唱参加者の皆さんに伝えた、「この

演奏会は“始まり”であると思って

います。」という言葉が、いま様々

な思いがけない形で自分に返ってき

ているのです。

安藤史子さん（フルート）
ラトビア音楽祭に参加

ゼメネ音楽企画・菊地 康則

ガルータの音楽は私の生涯のレパ
ートリー「今秋、ラトビアで歌曲
集をレコーディングします」。

河西 麻希（サクソフォニスト）

私は日本で中学を卒業した後、ハ

ンガリーのリスト音楽院に留学しま

した。ハンガリーは、その激しい歴

史の中でヨーロッパ諸国から入って

きた音楽の影響と、土の香りのする

自国独特の感性で自分の音楽を造

る、個性豊かな音楽家であふれてい

ます。伝統を踏まえつつ自分自身の

感性によって音楽を造り上げる、と

いうことを私はハンガリーで学びま

した。音楽院卒業後は10年近くブ

タペストで演奏と指導の仕事をし、

それからオーストリアのザルツブル

グに移りました。世界中から愛され

ているオーストリアの音楽伝統に触

れ、オーストリア・ハンガリー帝国

の時代を経て、国境を共にしている

二カ国間の感性や音楽に対する考え

方はこれほど違うのか、と異なる伝

統や文化の価値の大きさとそれを守

っていく誇りを実感しました。そし

てもう一つ、ハンガリーで仕事をし

ていた時と一番違った点は、仕事仲

間がインターナショナルで、異なる

芸術観を持った人々と交流できる機

会が増えたことです。私がラトビア

という国とご縁を持ったのも、当時

オーケストラでコンサートマスター

や指揮をしていたラトビア出身の主

人と出会ったことがきっかけです。

世界的に名を知られるラトビア出身

の音楽家は多く、もちろんそのレベ

ルの高さは知っていました。けれど

もオペラ歌手そして演出家である

父、かつて合唱団「アヴェソル」で

歌い今でも子供に歌の指導をしてい

る母、ロイヤルアカデミーで教授を

しているピアニストの姉や主人の友

人たちから話を聞いていて、その幼

児教育の素晴らしさに感嘆させられ

ました。そんなことがきっかけで、

熱心な子どもが多い日本でヨーロッ

パのシステムを取り入れたヴァイオ

リンスクールを作れたら、と主人と

2人で考えるようになり、2005年に

「ヴァイオリンスクールAMADE」を

オープン、それからは1年の半分以

上を日本で過ごし、日本の演奏家た

ちと一緒に生徒の指導に当たってい

ます。日本の子どもたちは本当に忙

しく音楽に没頭するのは大変です

が、もしプロの演奏家にならなくて

も、自分の限界と闘ったり、難題を

越えたりして初めて味わえる楽しさ

が将来役に立ってくると考え、それ

なりの厳しさをもって指導していま

す。ヨーロッパの英才教育の素晴ら

しさを取り入れ、かつ日本に適応し

た指導ができるスクールにしようと

四苦八苦の毎日です。

音楽一家に育った夫との出会い
素晴らしいラトビアの幼児教育
荻原 淑子（バイオリニスト）
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ピアニスト、教育者としても
大きな足跡残す
作曲家ルーツィヤ・ガルータは20

世紀ラトビアが生んだ最も偉大な女

流作曲家の一人といわれています。

彼女は作曲をラトビアの偉大な作曲

家ヤーゼプス・ヴィートール教授に、

ピアノをエル・ゴマネードンブロフ

スカに師事して研鑚を積みました。

彼女は1924年か1925年にラトビア

音楽院を卒業、当時作曲を学んでい

たラトビア人の中ではパリで1年以

上に亘ってアルフレッド・コルトー

（1877─1962）、ポール・ディカやイ

ジドール・フィリップ（1863─1958）

といった錚々たる名匠から作曲を学

んだ唯一の作曲家です。

彼女自身の音楽に最も影響を及ぼ

したものとしてはフランス印象派音

楽及びア・スクリャービン（1872─

1915）の作品でしょう。彼女はフラ

ンスから帰国すると直ちにリーガの

人民音楽院、現在のヤーゼプス・メデ

ィンシュ音楽カレッジで教鞭をとり、

1947年までこの職にありました。

1940年からは彼女はラトビア音学院

で作曲の教鞭をとりました。

ルーツィヤ・ガルータが創作する

曲はロマンティックであり国民音楽

を象徴する最も精神的な曲の一つで

す。彼女の作品にはオペラの“The

Silver Bird”、オラトリオの“Living

Flame”、カンタータ、交響詩3曲、

ピアノコンチェルト、交響変奏曲、

交響組曲、ピアノトリオ、ピアノとオ

ルガンのための曲等種々あります。

彼女はラトビア民謡の編曲に加え

合唱曲及び独唱曲も作曲していま

す。彼女の才能はピアノ音楽と独唱

曲の分野で遺憾なく発揮されてお

り、例えば、“Sacred Love”、“Moon

Boat”、“The Stars and Earth”その才

能が表れていますが、何と言っても

最も有名な曲はカンタータ“神よ、

あなたの大地は燃えている”であり、

この曲は詩人アンドレイス・エグリ

ーティス（1912─2005）の詩に作

曲されています。

この両人の音楽におけるお互の共

同作業が始まったのは1943年です。

この年クルデイガ教区管長のオー・サ

カルニスは詩と音楽は互いに愛国心

の枠内でキリスト教徒の感情を表現

すべく競い合うことに関する重要

性、意義について声明を出しました。

このカンタータが持つ悲劇的な意

味合いと重要性を十分理解するには

作曲当時の時代的な背景を知ってお

く必要が

あります。

1943年は

ラトビア及

びラトビア国民にとって非常に苦難

に満ちた年でした。1940年6月のソ

ビエト連邦の赤軍による瞬時にして

のラトビア占領後、ラトビアはソ連

邦に併合されました。1940年6月14

日はソビエト政権がラトビア人を初

めてシベリア捕虜収容所に流刑した

日で、ラトビア・ソビエト社会主義共

和国の初年度の間に3万5千人以上

ものラトビア人がソ連共産主義者に

より追放、流刑されました。

1941年7月1日、ドイツナチス軍

隊がラトビアを占領したことで、ソ

ビエト政権による新たな追放、流刑

の処置は終結しました。ナチスの占

領に関してはソ連邦のそれよりも若

干ましであると考えられました。民

間人を収容する強制収容所がサラス

ピルスに建設され、ラトビア在住の

ユダヤ人およびジプシーは無残にも

ナチスにより絶滅させられました。

ラトビア人の心の中にはソビエト

連邦もナチスもラトビアが独立国で

あること、ラトビアの国家存続とい

うことは紛れもない事実であるとの

思いがありました。

このようにして歴史的な混乱の時

期にラトビア人民の神への祈りを教

会カンタータの形で捧げ、それを自

国民の精神高揚のために国民に演奏

して聴かせるという考えが生まれた

のです。

詩人アンドレイス・エグリーティ

スの作詩によるカンタータ“Dievs，

Tava zeme lag！”（“神よ、あな

たの大地は燃えている”）はキリス

ト教の持つイメージとラトビア民謡

の持つイメージとを合わせることで

苦難の時代下での力強い祈りの歌と

しました。そしてこれが最高の曲で

あるとして全国民に受け入れられた

のです。

1944年3月15日秀逸なる音楽家と

ルーツィヤ・ガルータの出演による

カンタータの最初の演奏会が開催さ

れました。この曲に対する聴衆の全

般的な反応は信じられないくらい素

晴らしいもので、催眠術にかかった

かのごとく興奮させられるものでし

た。人々はこの曲を聴くために再三

再四来場し、そうした状況はソビエ

ト連邦が二度目にリーガを占領した

その時まで続きました。1944年、

ラトビア領土はナチスとソビエト連

邦とに分割され、ラトビア西部に侵

攻した赤軍から逃れるべく多くのラ

トビア人が国外に退去しました。し

かしながらこのカンタータの演奏会

は引き続き開催され、沈黙して涙に

むせんだ聴衆を集めたものでした。

1980年代の初め頃までガルータ

のカンタータのシートミュージック

とレコード（記録）はソビエト連邦

軍により滅失され、また演奏会やラ

ジオ放送は禁止されたために永久に

失われたものと信じられていまし

た。しかしながら同じ頃西ドイツの

放送局の公文書保管所でカンタータ

のラジオ放送記録レコードの幾枚か

が見つかりました。このカンタータ

曲はこれらのラジオ放送記録レコー

ドより修復されて以来幾多の音楽家

によって演奏されました。

ルーツィヤ・ガルータは占領下の

ラトビアに留まりラトビア音楽院で

自らの作曲を続

ける傍ら、学生

を教授して1977

年に他界しまし

た。一方、詩人

のアンドレイ

ス・エグリーテ

ィスは西側に逃

れることでソ連

邦赤軍から避難した13万人のラト

ビア人民の群れに加わりました。そ

して1988年故国に帰国、2005年に

他界しました。

このような背景から、作曲家ルー

ツィヤ・ガルータと詩人アンドレイ

ス・エグリーティスの運命は軍隊に

よって切り裂かれたものの、一つの

歌によって団結したラトビア国家そ

のものの運命を正に映し出したとい

えるでしょう。（翻訳：原 健之）

あらゆるラトビア人に語り掛ける

国の祭典、それはジャニュイ（ジャ

ニスの日）と呼ぶ真夏の夜のお祭

だ。

ラトビアに住む人すべてを結束さ

せる国の祭典、それはリゴの夕べ

だ。

海外に住むラトビア人が母国の祝

いに参加したいと願う国の祭典、そ

れは夏至のお祭だ。

私たちがラトビア人と意識する唯

一のものを挙げるならば、それは太

陽のお祝いだ。丘の上にみんなが集

まり、大篝火を囲んで、6月23日の

日没から翌日の日の出まで一年で最

も短い夜を徹して火を絶やさず、歌

を歌って太陽が戻ってくるのを助け

る。切り立ての野花と木の枝で私た

ち自身と家々を飾り、母なる大自然

の恵みのエネルギーをいただいて、

来る一年の健康を増進させるので

す。このようにして、私たちは夏至

を祝っています。

実際に、人によってお祝いの仕方

が違いますが、今年の夏のお祭には

他の時にないおまけがあります。真

夏の夜を祝うに相応しい最も大事な

ものとしてビールと出来立てのチー

ズがあります。最近まで多くの農家

の人たちは地ビールを造っていた

し、今も新鮮なチーズを作る芸術と

いうべき作業は続けられています。

もし6月23日にラトビアに滞在して

いるなら、スーパーマーケットに並

ぶ缶ビールや真空包装のチーズには

目もくれず、地元のマーケット、と

りわけリガ中央マーケットを訪ねる

ことをお奨めします。そこで、手づ

くりチーズと季節の美味を味わうこ

とができます。帰りには野花の花束

やオークの葉で作った花輪や花冠を

手にしていることでしょう。

もう一つ大切な夏至のお祝いは、

家族や友人が大篝火を囲んで集まる

ことです。このお祭では、野外で一

緒に歌い、飲み、食べ物を分かち合

い、焚き火を飛び越えたりして大い

に楽しみます。今や多くの人が大都

会に住み働くようになってしまった

ので、このお祭は都会を飛び出し、

夏の夜を野外で楽しむ最高の機会に

なっています。ラトビア政府は、国

民のこの要望を認めて6月23‐24日

を国の祝日と定めました。

他の多くのお祭同様、真夏の夜に

行われる多くの儀式や伝統行事は、

生きとし生けるものの繁殖を願うも

ので、その起源はキリスト教がラト

ビアに広まる以前にまで遡ります。

そのために、6月23日夕に夏至の祭

を行うのは、ある種皮肉な面があり

ます。実際の天文学上の夏至は6月

21日頃ですが、夏至の祭り6月23日

はジャニスの日やバプテスマのヨハ

ネ（キリストを洗礼した）の日の前日

に当ります。異教徒とキリスト教の

伝統が融合したものがラトビア人の

日々の生活に深く浸透しています。

夏至の祝は決してラトビア人固有

のものではありません。というのも、

その祝は他の多くの国々でも行われ

ている印欧の異教徒による祭典の一

つにすぎないからです。しかし、真

夏の夜の本質に今もつながっている

のは私たちだけと信じたいもので

す。

（翻訳　中嶋 勝彦）

女流作曲家ルーツィヤ・ガルータ（1902─1977）のこと
吉田 ラスマ

真夏の夜（夏至のお祭）
吉田 ラスマ

L・ガルータ
（菊地康則氏提供）
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40年程前の思い出をぼんやり探

りながらのリーガなので、今更皆さ

んにお話できるようなことなどある

のかなと思いつつ、浮かぶままに経

緯も含めて書いてみた。

1969年、米ソ冷戦時代、幾度も

のソ連の拒否権に阻まれた後、よう

やく日本も1956年、国連加盟をは

たして10数年経ってはいたものの、

日ソ関係はさ程良くなかった時代で

あった。

24歳だった。設立間もない神戸

国際大学に勤務していたところ、左

系の友人から「日ソ協会がソ連旅行

のツアーを募集している」という話

をもってきた。それもソ連青年共産

党・コムソモールのご招待というこ

とで25日間で5万円とのことであっ

た。当時、月給が4万少々で1ドル

が360円、1ルーブルが400円の頃

で、姉が全額出してやるとのやさし

い言葉に乗せられ、小田実のベスト

セラーであった「何でも見てやろう」

精神で、大学も快く許可をくれたの

で、夏休みのほとんどをソ連で過ご

すことになった。

横浜からソ連船、トルクメニア号

で出発。夕食時、ナホトカ大学生た

ちによるの船上歓迎パーティーがあ

り、ナホトカ到着、入国審査、シベ

リア鉄道なのかどうか列車でハバロ

フスクへ。ハバロフスク大学生の歓

迎パーティーの後、空路モスクワへ

向かう。モスクワではクレムリン、

レーニン廟などモスクワ大学生の心

のこもった熱心な案内をいただい

た。歓迎パーティーは毎日どこの町

へ行っても毎晩コムソモールが催し

てくれた。

青年共産党員・コムソモールの歓

迎パーティーはいつも大歓迎で、ご

馳走がいっぱいであった。ご馳走の

中身についてはあまり記憶にない

が、キャビア、チーズ、ウオッカが

並べられた豪華なものであったこと

だけは、はっきり覚えている。返礼

として私は、主として「ソーラン節」

をどちらのパーティーでも歌わせて

いただき、喝采を博した？ことはい

うまでもない。

それからソ連各地をあちこち回っ

た。レニングラード（現サンクトペ

テルスブルク）ではその壮大さに感

動しキエフへもいった。キエフでは

ソルフォーズ、コフォーズでおいし

い野菜をいただいた。

心がぱっと開けたリーガ

最後に当時ソ連領であったリーガ

に到着。第一印象はリーガの町の美

しさであった。それは大変垢抜けて、

しゃれていて、そして街も人も明る

く感じた。

ソ連のどの街も何故か薄暗く重苦

しく感じていたのに、リーガにはぱ

っと心が開けたような開放感があっ

た。ここはソ連ではないと感じ、そ

の気持ちをリーガの放送局の青年共

産党員に話したのをおぼえている。

その理由はソ連崩壊後やっとわかっ

たものである。

また、リーガの海岸で泳いだ。さ

すがバルト海、真夏というのに水の

冷たさには驚いた。でも、リーガの

人たちは多勢泳いでいたので体感が

違うのだと勝手に納得した次第。

リーガ来訪のときは合唱や歌を聴

くことはなかったが、その後、私が

英国留学をして帰国後の1975年6月

にわがふるさと神戸と姉妹都市提携

を記念してリーガの「アヴェ･ソル

合唱団」が来神して、いっしょに歌

った。その時、医者をされていた男

性団員とリーガ訪問時の放送局の青

年共産党員とは

しばらく文通を

していたが、今

は昔ということ

となってしまっ

た。

今、田舎（兵

庫県高砂市）で

保育園の園長を

している。合唱

とは大学（立教

大学グリークラブ）時代に出会って

そのとりこになり、人生の伴侶にな

ってしまっている。下手の横好きで

作曲して歌ったりもしている。子ど

もの歌や園歌、社歌、さらには演歌

も手がけている。昨年、長い間編曲

だけを担当していた神戸男声合唱団

に25年ぶりに復帰した。一方、子ど

もたちに合唱の喜び、すばらしさを

感じてもらいたいと児童合唱団を創

設して3年になる。苦労は多いが毎

週土曜日の練習日が楽しみ。

「合唱で独立を勝ち取ったラトビ

ア」のような心が培われることを願

って、日夜合唱に情熱をかたむけて

いる。（さかうし・やしま）

※著者から40年前にリガで写した写真

コピーが送られてきたが解像度が低く、

残念ながら掲載できませんでした。

今年の1月に、入門コース・初級

コースの2クラスでスタートした第

2期ラトビア語教室は、早くも後半

に入りました。

大使館のオルロフス・オレグさん

が4月27日に結婚なさると伺い、い

つもお世話になっている感謝と結婚

のお祝いの気持ちをお伝えしよう

と、16日の入門コース終了後にさ

さやかなパーティーを計画しまし

た。少々急な連絡でしたが、当日は

12人が参加し、こじんまりしたお店

を貸し切りで、オレグさんを囲み、

和やかなひとときを過ごしました。

奥様になる田中愛子さんとの出会い

は7年前にラトビアで……。それぞ

れ、ラトビア・日本の国籍のまま、新

生活をスタートなさるとのことで

す。お仕事の都合でお見えになれな

かった愛子さんのお写真も見せて戴

き、お祝いムードも高まりました。

オレグさんは大変喜んでくださり、

「奥さんを大切にして、明るい家庭

を築いて行きたいので、これからも

どうぞよろしくお願いします」とコ

メントを寄せてくださいました。

教室は、1・3週が入門コース、

2・4週が初級コースの日程で進め

ていますが、4月は水曜日が5週目

まであったので、30日に、両コー

ス合同の親睦会を行いました。普段

は時間ぎりぎりに駆けつけ、授業が

終わると帰途を急ぐので、なかなか

ゆっくり話す時間がありませんが、

この日はいつも授業を始める6時30

分のスタートで、たっぷりのお料理

と適量のアルコールで、2時間あま

りを楽しみました。

楽しい会の話題ばかりでしたが、

肝心の授業も、入門コースは、「名

詞の単語の性や数によって形容詞の

語尾が変化する」規則を覚えたり、

初級コースは、講師の堀口氏が黒い

前掛けをしてウエイターに扮し、レ

ストランでのオーダーの仕方を習う

など、それぞれ順調に進んでいます。

7月の旅行もいよいよ具体化してき

ましたので、教室で学んだことを少

しでも役立てたいと楽しみにしてい

ます。

僕がラト

ビア語を習

い始めたの

には特に理

由があるわ

けではあり

ませんでし

た 。 他 の

方々のようにラトビアに行く予定が

あったり、ラトビアの民謡を歌うと

いうわけではなく、新聞に載った案

内みて面白そうだと思ったので、始

めることにしました。ですので、習

い始めてから、ラトビアに行く人や、

ラトビアと関わりのある方が大勢い

らっしゃるのに驚きました。

初めてラトビア語教室に行くとき

は「高校生が行って場違いではない

だろうか」と心配でした。今までラ

トビア語を習っている友達がいた訳

ではありませんし、学生が行くよう

な教室ではないのかなあ、と考えて

いたからです。でも実際に行ってみ

るといろんな方がいて、考えていた

以上に楽しい教室でした。

大使館で行われるラトビア語教室

の最大の魅力は、毎回ラトビア人の

方が来られて直接教えてくださるこ

とです。本当と言うと、これは他の

方の受け売りなのですが、よくよく

考えてみると確かに他の語学教室で

はこのような体験はできません。ラ

トビア語を語学として習うのではな

く、ラトビアに行って話したり、文

化に触れるという目標がある人にと

っては、とても楽しく素晴らしいも

のだと思います。

最初に書いたように、僕がラトビ

ア語を始めた理由は「面白そう」だ

からでした。今も半分はその気持ち

です。でもそのうちヨーロッパに行

くことがあれば、ラトビアにも行っ

てみたいと思います。

そのときに少しでも話せるように、

今は語尾の活用に悪戦苦闘中です。

ラトビア語教室に参加して
中村 健太郎

（筑波大附属駒場高校　サッカー部）

ラトビア語教室あれこれ
事務局　植木 佐代
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保育園園長・牧師

アヴェ・ソル合唱団
のバナー

新婚のオレグさんを囲んで
ささやかなパーティ開催（4月16日）

やりたいことがいっ
ぱい、時間が欲しい
とこぼす筆者近影
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今年も2月25日から11日間、オラ

ンダへ行った。例年、この時期にオ

ランダの国立園芸大学ストアーズに

花の勉強に行っている。ヤン･ファ

ン･ドゥーズベルフ教授にプライベ

ートの授業を受けるようになって8

年になる。日本のフローリストの間

で有名な、ベルギーのフローリス

ト・ダニエル･オスト氏もヤン教授の

生徒だった。このようにヨーロッパ

で一流といわれるフラワーデザイナ

ーは、教授の指導を受けている人が

多い。彼はオランダが誇るマスター

フローリストであり、国立園芸大学

の教授である。先生はヨーロッパ・

フラワー・デザイン・アカデミー

（EFDA）の主要メンバーの一人であ

り、フラワーカンシルのメンバーで

ある。花業界のみならず、流行を生

み出すメンバーの一人としても、オ

ランダが世界に発信するアートをア

ピールする大きな存在の人である。

訪れたオランダはちょうど日本と

同じくらいの気候で、道々に水仙や

クロッカスが咲き乱れていて、私の

目を楽しませ心を和ませてくれた。

さすが花の国オランダである。ピン

ク色の桜の木に小鳥が止まり、ゆさ

ゆさと小枝が揺れる穏やかな風情を

ホテルの窓から眺めていた。桜の木

の向こうには教会の塔が見え、そこ

に大きな時計がついていた。そんな

風景の中に、オランダにも春が近づ

いている気配を感じた。

私は毎年テーマを決めてヤン教授

からプライベートのご指導をいただ

いている。花の世界で教授からプラ

イベートにレッスンを受けているの

は、大学始まっていらい私がはじめ

てということである。ピアノやバイオ

リン、バレーなどヨーロッパのアーテ

ィストで一流になるためには、その道

の専門家に、直接プライベートの指

導を受けることだといわれている。

今でこそ日本でもこれは常識になり、

多くの若い人たちが勉強をするため

にヨーロッパを訪れている。花の世

界では私が最初であり、それまでは

だれもいなかったようである。

今回は、「花の色彩学」を選び、

色彩の理論と実技を朝の9時から夕

方の6時まで、4日間連続の授業を

受けた。授業は、テーマにあった音

楽を聴きながらの勉強である。パワ

ーポイントを使い、理論と実践とい

う形で進められた。時々自然の植物

を探しに、寒い中大学の畑に行き、

枯れ木や芽吹いた植物を採集させら

れた。その冬景色からのインスピレ

ーションで創作するのである。その

できた作品は大学のフロアーに飾っ

てくださるので、多くの学生たちが

見てくれる。オランダの学生たちは

親しみやすく大らかである。自分の

作品を人が微笑みを持ってみてくれ

ることはとてもうれしいものであ

り、さらに良い作品を創ろうという

エネルギーが沸いてくる。

ヤン先生の授業は10時と3時にテ

ィータイムがあり、紅茶･コーヒー・

ジュースとお菓子が出る。集中して

学ぶために、このティータイムがと

てもうれしい。先生もかなり集中し

て講義をされるので、お互いにこの

ティータイムはリフレッシュのため

の貴重なショートタイムになる。

来年の授業は「花の歴史」を予定

しているが、色彩も追加していただ

きもう一度学ぶことにきめた。花の

色彩は花をデザインする上で、最も

重要な要素である。

指揮者・前田二生さん
新東京室内オーケストラの常任指

揮者・前田二生さんが4月23日、紀

尾井ホールで同オーケストラの「ウ

ィーン古典派の系譜シリーズ」第23

回定期公演を行った。このシリーズ

はモーツアルト、ハイドン、ベートー

ヴェンら古典派巨匠の作品はもちろ

ん、その流れを汲む後世の無名作曲

家の、殆んど演奏されない埋もれた

珠玉作品を鮮やかに蘇らせて好評を

博している。この日はカール・ツェ

ルニーの「序曲」。イグナツ・ブリュ

ルの「悲愴」、クルト・ロガーの「合奏

協奏曲」などを演奏した。

前田さんは東京レディース・シンガ

ーズの常任指揮者としても活躍する

他、中国中央テレビ・放送合唱団の

主席客演指揮者。海外での活躍が多

く、1989年以降ウィーン楽友協会に

於ける「ヴィーン芸術週間コンサー

ト」、「ハイドン記念週間コンサート」、

「ウィーン春の音楽祭」等の主要イベ

ントに19年間連続出演している。

ピアニスト・矢田ちひろさん
06年に国立ソフィア・フィルと

ベーヴェン「皇帝」、07年にはロシ

アのサンクトペテルブルク・カペラ

交響楽団と同「三番コンチェルト」

など海外のオーケストラとの共演で

絶賛を博したピアニストの矢田ちひ

ろさんが、今年も5月6日にイタリ

ア・コモのオペラ座で当地のオーケ

ストラとベートーヴェンを弾いた。

国内でもR.Iジャパン主催のコンサ

ートなどで定期的に演奏活動を続け

るが、10月11日（土）に津田ホー

ルでリサイタルを開く。

東京カンタート08
今年も4月29日から5月5日まです

みだトリフォニー大ホールなどで開

催。今年は初の試みとして若い指揮

者のための合唱コンクールが行わ

れ、ラトビア放送合唱団、同室内合

唱団の指揮者として著名なカスパー

ス・プトニンシュさんが講師、審査

員として招聘された。同指揮者は最

終日のクロージングコンサートでト

ウキョウ・カンタート08男声合唱

団（日本の特別編成合唱団）を指揮、

トルミス、ドゥプラのなどの作品を

演奏した。

♪…昨年の那覇に続き、北海道・旭

川、大阪に相次いで名誉領事館が開

設され、今号は名誉領事各位への祝

意を込めて特集を組みました。日本

とラトビアの絆がますます強くなり

そうで、ラトビアを愛する私たちに

とっても本当に嬉しいことです。

♪…北海道といえば常識的には札幌

に設置されるべきでしょうが、旭川

に設置された背景に、お隣の東川町

が16年も前からラトビアと深い文化

交流を続けていたことがあります。

充実したラトビア館もオープンしま

した。01年に当時のフレイベルガ大

統領が、「東川町に名誉領事館設置

を検討したい」と提案されていまし

た。西川将人旭川市長は、「東川町

のお陰で、札幌ではなく隣の旭川に

来たのだからホントにタナボタﾉ」と

喜びを隠し切れない様子でした。

♪…大阪は、1兆円企業の大和ハウ

ス㈱が全面的サポートを打ち出した

ことに計り知れない価値を感じまし

た。ラトビアは材木が基幹産業の一

つですから、経済交流も加速されそ

うです。さらに音楽交流にも力を注

がれるようですから、私たちも力強

い味方を得た気がして心強い限りで

す。両名誉領事のご活躍を編集子も

心から祈ります。

♪…歌手の小田陽子さんのブログ

で、彼女がヴァイヴァルス大使の要

請で旭川市、東川町へ同行したこと

を知り、ハタと思いついて彼女に原

稿を依頼しました。何度かメールを

交信して彼女の愛らしくてチャーミ

ングな人柄を知り、さらに感性・観

察力の豊かさと文章力に感嘆しまし

た。井下名誉領事の人柄も浮き彫り

にしながら、私などには到底書けな

い新鮮なレポートを寄せてくれまし

た。お礼にPRを一つ。7月7日（月）

夜、品川パシフィックホテル30階

のシアターラウンジ「ブルーパシフ

ィック」に出演されます。

♪…いよいよ「歌と踊りの祭典」視察

団が出発します。私は残念ながら仕

事の関係で参加出来ませんが、次号

は土産話を満載する予定です。ウィー

ンで野村三郎先生が一行を待ってい

ることも、旅行をさらに充実させる筈

です。実を言うと彼は早稲田グリーで

私の1年後輩、私だけが“野村！”と

呼び捨てに出来る間柄。グリークラ

ブでは1年先輩は神様なんです。とに

かく、実り多い旅を満喫してきてくだ

さい。何よりも現地でラトビアの人た

ちと交友を深めてきてください。（徳）

情報断片 

今年もオランダに行ってきました
水谷 鏡子

㈲華のハーモニー

音 楽 短 信

名刺広告募集
8月発行予定のLatvija13号に名刺広告（残暑見舞い）を募集します。来年は創立5周
年演奏会や記念行事を計画する他、ラトビア音楽発信基地設置やミニコンサート定
期開催などを考えていますが、課題は財政基盤です。会員・関係者各位のご賛同を
心からお願い申し上げます。

専務理事　加藤晴生
常務理事　徳田　浩

（広報担当・Latvija編集長）
記

料金 1枠　10,000円（タテ35mm,ヨコ70mm）※お一人で多枠掲載歓迎
締切 7月25日（金）
原稿 掲載ご希望の内容を先にメールかファックスで編集室へお送り下さい。使用
文字、大きさ・割付けは原則として編集室に一任ください（横書き）。社名などロゴ
で掲載ご希望の方はお送り下さい。

ヤン先生と筆者
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